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2006年1月5日ワシントンDCにおけ
る、国際的な教育に関する大学学長サ
ミットでの、ジョージ・W・ブッシュ

の演説

2024年7月1日にウィキソースから書き出されました。



2

2006年1月5日ワシントンDCにおける、国
際的な教育に関する大学学長サミットで
の、ジョージ・W・ブッシュの演説 

作者：ジョージ・W・ブッシュ

原文

en:Remarks_at_University_Presidents_Summit_on_Internati
onal_Education

演説者

ジョージ・ウォーカー・ブッシュ(George Walker Bush)

翻訳者

IPユーザー(219.96.254.82)

演説

みなさんありがとう。また、長官、ここで私がスピー
チできるのは君のおかげだ。

最初に言う。我が国は、アリエル・シャロンに対し深
い共感を表明する。彼はイスラエルの病院で寝た切り
になっている。我々は彼の恢復を祈っている。彼は善
良な人物であり、また屈強な人物であり、そしてイス
ラエルの人民の安全保障について熟考しており、平和
へのヴィジョンを持っている人物である。彼に神の御
加護のあらんことを。

https://ja.wikisource.org/wiki/%E4%BD%9C%E8%80%85:%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%BBW%E3%83%BB%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5
https://en.wikisource.org/wiki/Remarks_at_University_Presidents_Summit_on_International_Education
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%BBW%E3%83%BB%E3%83%96%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5
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秘書夫人、私を招いてくれてありがとう。私がここに
いるのは、国家安全保障における言語的なイニシアテ
ィブを私がどれほど強く支持するかを、ここにいる善
男善女に知ってもらうためだ。それゆえ、かつては私
には言語上の問題は特に無かった。あなたがたがこの
方面で私よりも上だと思うなら、知らせてください。
検査官は言った：「来てください。ここには大学の学
長が集まっています」。私は言った：「すごいじゃな
いか。学校での成績表を比較する方法は持ち合わせて
いないが、彼女は博士号取得者で、私は大統領だ。

とは言っても、彼女は州の知事の仕事を山ほどこなし
ている。そしてドン・ラムズフェルドは軍の参謀の仕
事を山ほどこなしており、最後に私はこの二人両方
に、この会合に参加してくれたことに対して「ありが
とう」と言いたい。この会合では我々の住むこの世界
について、多少の発言がなされるだろう。私は教育長
官がここにいないことを実に惜しく思う。結局のとこ
ろ、私たちの話し合うことは教育の問題なのだ。マー
ガレットさん、ここにいてくれることを感謝する。し
かし、あなたが国家情報局長のジョン・ネグロポント
の隣に座っていたら面白いだろうな、とも思う。

言い換えれば、この会合の議題は広汎にわたり、国の
防衛、国の外交、国を守るための情報戦略、そして国
の民の教育を扱う。それゆえこの会合は重要なもの
だ。その理由は、諸君は数秒ののちに知ることにな
る。それにしても、この会合に諸君が参加してくれた
ことはありがたい。
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州知事の代理ボブ・ゼーリックにも感謝したい。上院
国際関係委員会の委員長である、インディアナ出身の
ルーガー上院議員にも感謝する。カンザス出身のパッ
ト・ロバート上院議員も我々に協力してくれている。
パットは、パット・ロバート知的研究プログラムにお
いて外国語の学習を奨励したのだ。私は、諸君がこの
事実を快く思うと信じている。パット議員、この件に
ついてはありがとう。

同じく、ラッシュ・ホルト下院議員にも感謝する。ラ
ッシュ君、この会合に出席のうえ、私を招いてくれて
ありがとう。

私は、ここにいる外交官の全ての業績を高く評価す
る。私はいまこの部屋を見渡しているが、よく知って
いる人はあまりいない。この会合への参加に感謝す
る。諸君はどんなheckをここで行っているのか。一般
の人々が諸君について想像しているようにであろう
か。取引は海外で行われた。

我々が生きているこの時代は、異常な時代だ。対テロ
戦争はもう終わった、と諸君に報告できたらどれほど
良いことか。しかし現実にはまだ続いている。我々に
はまだ敵がおり、彼らは我々への攻撃を企てている。
私はこんな現実をアメリカの民衆に伝えたくはない。
けれども可能な限り事実を伝えることは私の職務なの
である。これが真実である。
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根源的な質問は、「我々はどうすれば勝てるのか」
「我々は何をするのか」というものであろう。短かく
言えば、我々の戦略は、彼らを見付け、正義に導き、
我々への攻撃をやめさせるというものだ。換言すれ
ば、我々は守りではなく攻めの局面にある。我々のな
すべきは、諸君も知ってのとおり、彼らに新鮮な空気
の呼吸をさせず、彼らに「我々はアメリカに勝てる」
という望みを二度と抱かせないことだ。我々が戦争に
勝つ方法はこれが唯一のものだ。彼らがここ我々の母
国に攻めてこないようにするには、我々は彼らを外国
の戦場で打ち負かす必要がある。

そして、国防長官がここにいる理由はそれである。彼
は、前線で邪悪な殺人鬼を探す任に当たっている、彼
の隷下の若い兵士に、その地域の敵の言語を聞き、話
す能力を望んでいる。軍を言語の面でも強くするこ
と、その軍をたとえ世界の裏でも、村でも街でも、人
まばらな原野でも都会地でも活動できるようにするこ
とは、アメリカの民衆を守るために重要である。

我々は語学に堪能な士官を必要としている。アラビア
語、ファルス語、ウルドゥ語を話す者からも情報を得
るためにだ。我々に必要なのはまさにそれなのだ。そ
して我々は外交官を必要としている。我々が外国の政
府を援助し、共同してテロリストと戦うときに、人々
の命を奪い信じ難い反動的イデオロギーを広めようと
するこれらテロリストに対抗するためにだ。このため
の外交官は、その地域の言語を話せねばならない。
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つまり、我々の短期の戦略は、攻勢を維持し、軍隊を
送り、語学士官を送り、有能な外交官を送り、その他
テロリストに勝つために必要な道具を全て送ることで
ある。これこそが、我が国民が我が政府に望んでいる
ことであろう。国民は我々に、資源の活用に当たって
効率的であることを望んでいる。そして資源の効率的
な活用とは、我が国の大学においてこの言語教育の計
画を推進することである。そのためには、他国の重要
地域から人を呼び寄せ、語学の教師として働いてもら
う。

諸君はこのプログラムについて詳細を知りたいと欲し
ているであろう。私が諸君に訴えたいのは、このプロ
グラムは我々の戦略的勝利の一端をなし、そして戦略
的勝利とは、短期においてこの国を防衛し、長期にお
いては自由主義を世界に広めることである。我々はイ
デオロギー闘争に直面している。我々はまさに勝つと
ころだ。我々の信奉するイデオロギーは、彼らのもの
より希望がある。

彼らが世界の一部で、その人口を半分に減らすと言う
なら、彼らはいかなるイデオロギーも持つことを許さ
れない。何人も、自由よりも価値のあるイデオロギー
が存在するなどと言うことは許されない。

わかるだろう、自由こそが、最後に勝つイデオロギー
なのだ。我々は、戦争の進捗とともに、この確信を深
めてきた。しかし、我々が民主主義の敷衍を行わない
ならば、我々は長期的には民主主義の勝利を維持でき
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ない。わかるだろう、我々は自由な社会の良さという
ものを、人々に理解させる必要があるのだ。私は信じ
ている、自由でありたいというのは全ての人が望むこ
とだと。しかし、自由に反するイデオロギーを抱いて
おり、教化を必要とする者もまたいることも、私は知
っている。私は言った、我々は語学を勉強せねばなら
ぬと。我々は対話無しでは人を教化できないからだ。
現在、私は外国の人に対して直接には話していない。
この演説は、翻訳者を介したうえで、アラビア語のテ
レビ局に放送させている。

しかし我々は、外国に行き、「自由な生はアメリカだ
けのものではなく、世界に普遍のものである」と言う
ことのできるアメリカ人を求めている。別に諸君の民
主主義が諸君の理想どおりであることは求めていな
い。我々はただ、アラブ諸国の首脳に、自由な社会で
生きるチャンスを人民に与えること、女性にも自由に
生きるチャンスを与えること、女児にも教育を受ける
チャンスを与え、彼女らに能力をフルに活かすチャン
スを与えることを要求する。

そして私がこの目的のために最良と信じている方策
は、我々うちののこの「自由」というものを理解して
いる者に、アラブ諸国の言語での会話の能力を与える
ことだ。我々には彼らを援助する意志があることを彼
らに信じてもらうには、我々は彼らの文化を理解し、
尊重するところを示さねばならない。もし誰かが私の
ところに来て、テキサスの方言で話したなら、私は彼
らのことを、テキサスの文化を認めてくれる人だと考
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える。つまり私が言いたいのは、アラビア語を習得し
た者は、異文化に関心があるということだ。外国の言
葉を学ぶことは、意志の表現のしかたの一つである。
関心の表現のしかたの一つである。他者に接近し、
「私はあなたに興味がある」と言う方法の一つであ
る。理解してもらいたい、私は諸君がいかに話すかの
みならず、いかに生きるかにも関心を抱いている。

この国が他国の信頼を得るには、我が国の人々は我々
のこころのなかにある、本当に価値のあるものを見ら
れるようにならねばならない。アメリカ人がほかの言
語、アラビア語を習得したときは、アラブ諸国の人は
言うだろう、「神よ、アメリカは我々に興味を抱いて
いる」と。彼らは我々の言うことによく耳を傾けてく
れるだろう。

我々がここアメリカで計画している、外国の人に我々
の考えや行動を理解してもらうためのこの偉大なプロ
グラムは、アメリカの大学に給付する奨学金を含む。
今日この場での私に長官が望んだのはこれの話ではな
いとは知っている。しかし、このことはそれでも私は
話したい。我々は、若い人たちに、世界中からアメリ
カの大学に来てもらいたいと望んでいる。これは我が
国益に利することだから、ビザの発給問題等は適切に
小生する。我々はあの9月11日以来、バランスの維持
に尽力してきた。私は諸君のいらだちを十分理解して
いるつもりだ。特に諸君が、バランスの維持は適切に
なされてこなかった、と主張する場合にはだ。けれど
も、我々は正しく職務を遂行しようとしている。なぜ
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なら、アメリカで教育を受ける外国の若者が増えるほ
ど、世界のなかで本当のアメリカを理解してくれる人
が増えるからだ。

アラブ諸国の皆さん、あなたがたはいまご覧のテレビ
を見ているうちは、我がアメリカの真の姿を見出すこ
とはできない。特に、アラブのテレビ局が流す情報を
そのまま受け取っているうちは。アラブのテレビ局
は、アメリカを正義の国とは扱わない。ときには偽情
報やプロパガンダを流布する。これはフェアではない
し、我がアメリカがしようとしていることに関し、
人々に誤解を与える。皆さんがここアメリカの大学に
來るならば、アラブのテレビの情報などはもはや関係
無くなる。皆さんは我がアメリカ合衆国の情熱を目の
当たりにすることになる。アメリカの多文化共生社会
を見ることになる。自由な社会組織のもとに国民がみ
な結合している社会を見ることになる。

その目的のため私はいま検査官と協力して作業を進め
ており、また彼女はほかの人と協働している。その相
手には諸君も含まれる。目的は若者が外国から我が国
の大学に来られることを確実にすることだ。彼らをホ
ワイトハウスに歓迎するか、彼らのオフィスに我々が
訪問するかだが、諸君の想像のとおり、彼らは言うだ
ろう、「大統領閣下、私はテキサスのA&Mに行きま
した」とか「スタンフォードに行きました」とかと。
ペルーのトレド大統領のようにだ。つまりだ、諸君が
外国の人とこの合衆国での大学での経験を同じ言語で
語れるようになったなら、諸君が外国の内政や外交政
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策を指揮するのはかなり容易になるということだ。ま
たその場合はアメリカに良い印象の無い他国指導者と
付き合うのも容易になるだろう。なぜなら彼は合衆国
で学びのときを過ごしたからだ。

我々は、子どもたちに重要な言語での会話を教えるこ
とを計画している。その遂行に必要な教師を外国から
歓迎する。しかし目的はあくまで、世界のなかでアメ
リカの国益を増すことである。つまり、我々の姿勢を
世界に示すことにより、我々の自由主義イデオロギー
を破壊しようとする敵を打ち負かすことだ。我が国の
正しさを見せつけてやるのである。

そして、ここにいる大学の学長たちの目の前で、長官
と私は誓う、我々は、外国から人を呼び寄せることと
国の安全との間で、適切なバランスを取る、と。

私は、この対テロ戦争で我々が勝つことを、いささか
も疑ってはいない。そして、アフガニスタンが民主主
義を堅持し、世界史上の驚嘆すべき前例になることに
も、私はいささかも疑いを持たない。教育を職務とす
る諸君にはおぼえていてもらいたい、アフガニスタン
はかつて女子に教育を許さなかった国だったというこ
とを。そして、今日ではアフガニスタンの女児の大半
は学校に通っているということを。

イラクについて述べる。我々はイラクにおいて成功を
重ねている。困難にかかわらずだ。その困難とは、
我々が自由を広め進歩させることを、敵の殺人者たち
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が何らかの理由で妨害することだ。中東においては、
良心の自由を認めることは彼らのイデオロギーにとっ
て大きな敗北ととらえられ、また彼らの野心を潰すも
のと見做される。

この戦争は大変な仕事である。諸君がテレビで見てい
るのは大変な仕事である。けれども我々はやり遂げて
きた。検査官が言うとおりだ。我々はかつてファシズ
ムを放逐した。我々はかつて共産主義を放逐した。そ
して我々はいま、彼らの邪悪なイデオロギーを放逐せ
んとしている。この任務の遂行には、使用可能な手段
を全て使わねばならないだろう。

私が民衆と分かち合いたいと望むストーリーの一つは
こうだ。--- ところで、私の外交政策における最良の
パートナーの一人は、日本の小泉首相だ。彼は面白い
男で、例えば彼の好きな歌手はエルヴィス・プレスリ
ーなのだ。

私が小泉首相と会うときはいつも、歴史の事実に衝撃
を受ける。第41代大統領は18歳のとき日本と戦った。
そしてその息子の第43代大統領は、日本の首相ととも
に平和維持に取り組んでいる。これは私に驚きをもた
らすことだ。きっと、戦場に赴いた41代と、首相と話
す43代のあいだには、何かがあったのだろう。話すこ
とは、中東でいま花開かんとしている幼い民主主義を
守るための軍隊の派遣のことだったり、北朝鮮の人民
を餓死に追い込んでいる北朝鮮の指導者のことだった
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りする。そして、その解決の方法や、そのために我々
ができることを話し合っている。

そして日本は、アメリカのやり方そのままではなく、
日本的な形での民主主義を打ち立てた。日本にあった
のは日本的民主主義だったのである。日本社会と日本
政府は敵を味方に変えることができた。私は小泉首相
に会うたびにこの事実を思い出す。そしてこれは私の
家族の生活と直接につながっていることなのだと思い
起こす。

いつの日にか、アメリカの大統領は、かつて民主主義
が到底根付くまいと思われた地に民主主義を花開かせ
るチャンスを得られたことに関し、現在の世代のアメ
リカ人の意志と決定に感謝するだろう。いつの日に
か、今日の世代のアメリカ人が他人と協働して自由主
義を広める自信に満ちていたから、我々は平和を維持
できたのだ、と誰かが言うだろう。

そしてここまで述べてきたことが、今日の我々が直面
していることだ。敵は手強い。我々がここワシントン
DCに結集したことは、我々を興奮させる。この会合
は我々が国に尽くすための素晴らしい機会である。そ
して日ごろ政府に活動に協力してくれる諸君に感謝の
意を申し上げる。子どもに与えるものとして、彼/彼
女の夢を実現するチャンスより良いものは無い。そし
て我々がいましようとしているは、それなのだ。
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私をここに招いて、私の思いを話す機会を与えてくれ
てありがとう。我が国に神の御加護がありますよう
に。

この文書は、アメリカ合衆国において
は、同国の著作権法に基づき、同国の
連邦政府と雇用関係にある公務員がそ
の職務上作成したアメリカ合衆国政府
の著作物（17 U. S. C. §105（参考和
訳））に該当するため、パブリックド
メインの状態にあります。また、日本
国においては、同国の著作権法13条に
規定するもの（憲法その他の法令、通
達、判決など）に該当するアメリカ合
衆国政府の著作物のみに限り、パブリ
ックドメインの状態にあると解されま
す。それ以外の国では、当該国の著作
権法に基づいて、著作権の対象である
か否かが判断されます。

これは、アメリカ合衆国政府の著作物につい

てのみ効力を有します。アメリカ合衆国の各

州、郡、その他の地方自治体が作成した著作

物に対しては適用できません。また、日本国

著作権法13条に規定するものに該当しないア
メリカ合衆国政府の著作物の場合、日本国内

において著作権が発生しているものとして扱

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E6%94%BF%E5%BA%9C%E3%81%AE%E8%91%97%E4%BD%9C%E7%89%A9
https://en.wikisource.org/wiki/United%20States%20Code/Title%2017/Chapter%201/Sections%20105%20and%20106
http://www.cric.or.jp/gaikoku/america/america_c1a.html#105
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%89%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3
https://ja.wikisource.org/wiki/%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9%E6%B3%95#a13
https://ja.wikisource.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Nuvola_apps_important.svg
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD%E3%81%AE%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%A1%20(%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E5%90%88%E8%A1%86%E5%9B%BD)
https://ja.wikisource.org/wiki/%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9%E6%B3%95#a13
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われることになると解されるため、この著作

権タグのみでは著作権ポリシーの要件を満た

すことができません。その場合は、日本国の

著作権上パブリックドメインの状態にある

か、またはCC BY-SA 3.0及びGDFLに適合し
たライセンスのもとに公表されていることを

示すテンプレートを追加してください。

原文の著作権・ライセンスは別添タグの通
りですが、訳文はクリエイティブ・コモン
ズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できま
す。追加の条件が適用される場合がありま
す。詳細については利用規約を参照してく
ださい。

 

https://ja.wikisource.org/wiki/Wikisource:%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9
https://ja.wikisource.org/wiki/%E3%83%98%E3%83%AB%E3%83%97:%E8%91%97%E4%BD%9C%E6%A8%A9%E3%82%BF%E3%82%B0
http://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/deed.ja
https://foundation.wikimedia.org/wiki/%E5%88%A9%E7%94%A8%E8%A6%8F%E7%B4%84#7._.E3.82.B3.E3.83.B3.E3.83.86.E3.83.B3.E3.83.84.E3.81.AE.E5.88.A9.E7.94.A8.E8.A8.B1.E8.AB.BE
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About this digital edition
This e-book comes from the online library Wikisource[1].
This multilingual digital library, built by volunteers, is
committed to developing a free accessible collection of
publications of every kind: novels, poems, magazines,
letters...

We distribute our books for free, starting from works not
copyrighted or published under a free license. You are free to
use our e-books for any purpose (including commercial
exploitation), under the terms of the Creative Commons
Attribution-ShareAlike 3.0 Unported[2] license or, at your
choice, those of the GNU FDL[3].

Wikisource is constantly looking for new members. During
the realization of this book, it's possible that we made some
errors. You can report them at this page[4].

The following users contributed to this book:

ゆいしあす
庚寅五月
Tietew
Monaneko
ゆいしあすボット
CES1596

https://ja.wikisource.org/wiki/Main_Page
https://www.creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0/
https://www.gnu.org/copyleft/fdl.html
https://ja.wikisource.org/wiki/Wikisource:Scriptorium
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Kwj2772
HapHaxion
Tene~commonswiki
Rocket000
Santoposmoderno
Clindberg
Ktims
Ipankonin
PatríciaR
Uwe Dedering
Ssolbergj
Zscout370
Ka56789
AndreyKva
Bastique
Andux
Amgine
Boris23
KABALINI
Bromskloss
AzaToth
Bender235




1. ↑ https://wikisource.org
2. ↑ https://www.creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0
3. ↑ https://www.gnu.org/copyleft/fdl.html
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4. ↑ https://wikisource.org/wiki/Wikisource:Scriptorium
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